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U06b ボイドによる宇宙背景輻射の温度揺らぎ
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宇宙背景輻射 (CMB)の揺らぎは、ボイドのような非線形構造による影響を受けている可能性がある。この影響につい
て、これまで多くの研究者によって調べられてきたが、実際には光子１個の赤方偏移揺らぎだけが考えられていた。そこで
我々は、ボイドが CMBに与える重力レンズ効果に注目した。重力レンズ効果は単位立体角あたりに観測器が受け取る光子
数変化を引き起こすため、一般に温度揺らぎに影響を与える。今回は、Einstein-deSitter宇宙における真空のボイドについ
て、温度揺らぎのうち重力レンズ効果による部分を解析的に求めた。その結果、例えば 50Mpcのボイドでは、赤方偏移揺
らぎより２桁程度大きい 10−4程度という、非常に大きい値になる。更に、多数のボイドについて統計的な評価をし、年会
で報告する予定である。


